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これまでの活動内容

→ 人と地球にやさしい都市を＜環境道路＞で実現する

ヒートアイランド対策，洪水対策

・ 本当ですか？

・科学的裏づけ

・定量的評価

・どうしたら再現するか



国道163車道透水性舗装モデル
計測項目
•表面および底部流出量・・・水収支の計測
•舗装内水分量・・・舗装の貯留量計測
•間隙水圧・・・舗装内の水位の計測
•水位管・・・各層の水頭の計測
•温度計・・・舗装温度、気温の計測

交通量 ３９００台/1日

設計CBR ２０％

等値換算厚 TA＝25.2ｃｍ



舗装の物性値







蒸発量の計測

舗装表面に器を置いて
その中の湿度の変化をモニタリングする
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透水性舗装表面の温度差と蒸発量の関係

散水側無散水側

午後2時の舗装面温度
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散水実験結果

３５．８３,１４３２９．３３．０ hr３０mm／hr

４８．７２,８５２２９．３２．０ hr５０mm／hr

７３．０３,１７４２９．３１．５ hr７０mm／hr
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７０ｍｍ水位観測結果
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５０ｍｍ水位観測結果
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３０ｍｍ水位観測結果
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水位観測結果
• 降雨強度により水位の高さが変動する

• 水位管で観測できる時間は降雨強度が大きいほど
早くなる

• 累積降雨量２，５００Ｌを超えると水位は安定する傾
向にある

• 路床（鉱さい層）の水位管３において、上流と下流で、
水位の差が大きい

• 散水終了後の水位の低下の勾配はあまり差がない

• 水位管３の水位の変動は大きい

• 散水終了後の水位管３の測定において、一度上昇
する



水の収支（７０ｍｍ）
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水の収支（５０ｍｍ）
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水の収支
•• 降雨量（５０ｍｍ／ｈ）降雨量（５０ｍｍ／ｈ）

•• 散水量散水量 ２，８５２２，８５２LL
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•• モデル内貯留分モデル内貯留分 計５８８計５８８LL程度（９５．２％）程度（９５．２％）
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•• モデル内貯留分モデル内貯留分 計５８８計５８８LL程度（９６．７％）程度（９６．７％）



水のピーク(50mm)
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水のピーク（７０ｍｍ）
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洪水抑制機能
• 底面からの浸透開始時間は、５０ｍｍで約５０分、７０ｍｍで約３

０分遅れた（流出遅延時間）

• 表面からの溢流開始時間は、５０ｍｍで約１１５分、７０ｍｍで約
６０分遅れた（ピークカット）150.0
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実験と計算 水収支の比較
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降雨強度が弱い場合、実験結果と計算結果はよく一致した。しかし
降雨強度が強い場合、実験から得られた水収支は溢流量が多いことから。
既存の方法では水収支を適格に表現できないことが考えられる。

散水終了時の水収支

散水量=貯留量+溢流量+路床への浸透量



車道としての実用化
： 国道24号線での11年間の調査結果

透水性舗装におけるキーワード

・ 蒸発 ― 条件鋭敏性
舗装内の水の動き

・ 水収支 ― 不飽和特性



調査箇所



　基層
(粗粒度)

　表層
(密粒度)

中間層
(粗粒度)

上層路盤
(AS処理)

下層路盤
(粒調砕石)

下層路盤
(粒調砕石)

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(切込砕石)

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(切込砕石)

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(切込砕石)

遮断層
保水層砂

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(AS再生砕石)

遮断層
保水層砂

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(AS再生砕石)

　 表層
(透水性13)

中間層
(透水性20)

基層
(透水性20)

上層路盤
(透水安定)

下層路盤
(AS再生砕石)

路床 路床
ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ

路床
ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ

路床

路床 路床

路床

0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

深
さ
z(
m
m
)

施工年月日：平成５年７月

設計CBR=12.0%

50.0m 50.0m50.0m 50.0m 50.0m 50.0m 50.0m

追越車線

走行車線

中央分離帯KP126.060 KP125.910KP126.085 KP125.735

至奈良
(上り)

至和歌山
(下り)

CL

標準舗装
第１工区

透水性舗装
第２工区

透水性舗装
第３工区

透水性舗装
第４工区

透水性舗装
第５工区

透水性舗装
第６工区

透水性舗装
第７工区

走行車線

追越車線

CL



調査項目

調査および
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累計大型車交通量
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ひび割れ率

標準舗装・走行車線
透水性舗装・走行車線
（６工区）
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平坦性の
経年変化

0 100.0 200.0 300.0 400.0
累積大型車交通量 (万台)

0

1.0

2.0

3.0

標
準

偏
差
(m
m
)

(a)走行車線

施工管理基準値σ=2.4mm以内

１工区
標準舗装

２工区

３工区

４工区

５工区

６工区

７工区

0 100.0 200.0 300.0 400.0
累積大型車交通量 (万台)

0

1.0

2.0

3.0
標
準

偏
差
(m
m
)

(b)追越車線

施工管理基準値σ=2.4mm以内



路床と平坦性
の増分の関係
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下層路盤と平坦性
の増分の関係
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わだち掘れ
の経時変化
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FWDたわみ量
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すべり抵抗
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騒音レベルの
経年変化
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空隙率変化
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大型車交通量
と透水係数の関係
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透水係数の変化
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2重水面の可能性？



・京都議定書の発効：国をあげての地球温暖化対策元年．
1990年の時点より６％減らすことが目標．
この数年の間にも国内のCO2排出量は増える一方で，
02年比だと14%減らす必要がある．

・２００３年：特定都市河川浸水被害対策法
雨水貯留浸透施設による流域水害対策計画の策定義務

ますます透水性舗装が注目される背景となっていく．

本プロジェクトの成果をとりまとめたCD-Rを参照してくださ
い．これまでの活動の成果をまとめております．

問い合わせ先：

京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻

大西研究室 京大のHPで連絡先をご確認ください
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